
令和５年度を振り返って 

 

バレーボール専門部 

 

 はじめに，各校の顧問の先生方，中体連関係ならびにバレーボール専門部の先

生方に多大なるご協力をいただき，本年度の大会を無事終了できましたことに対

し，厚くお礼申し上げます。 

 さて，本年度の京都府中学校総合体育大会は京都市ブロックの主管で，7月２９

日と３０日の二日間にわたり，島津アリーナ京都体育館で開催されました。本年

度より地域クラブが大会への参加をしており、各ブロック・カテゴリーからの代

表，男子９チーム，女子１０チームが熱戦を繰り広げました。第１日の予選リー

グ戦では，男子は八条、凌風、京都匠ヤング、城陽、白糸、伏見の６チームが，ま

た女子は大井ヤング、太秦、園部、修学院、城北、西賀茂の６チームが，それぞれ

第２日の決勝トーナメント戦に進出しました。決勝トーナメント戦では，熱戦の

末，男子は京都匠ヤングが優勝，八条中が準優勝。女子は大井ヤングが優勝，修

学院中が準優勝しました。 

  この結果，和歌山県のビックホエール体育館で行われた近畿大会には，優勝・

準優勝の男女４校が出場し，４校ともに予選を通過しました。二日目の決勝トー

ナメントでは，男子の京都匠ヤング、女子の大井ヤングが第３位に入賞し全国大

会への切符を手にしました。愛媛県で開催された全国大会では、京都匠ヤングは

ベスト８進出を果たしました。 

 今年度の京都府中学校総合体育大会は京都市ブロックの主管で、前日から京都

市ブロックの先生方および生徒のみなさんを中心に準備など大変お世話になり，

すばらしい大会が開催できたことを心より感謝いたします。また、地域クラブか

らも役員として参加していただき、双方に協力して取り組み事が出来たことで、

来年度に繋がる大会でもあったと思います。  

  最後に，今後も京都府の中学校のバレーボール競技力の一層の向上と，大会の

円滑な運営を目標に，専門部・地域クラブ関係者と力合わせ一同努力をしていき

たいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


